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会長挨拶 

会長講演でお伝えしたかったこと 

 

日本国際経済学会 会長 

中西 訓嗣 

 

季節外れの台風接近が伝えられる中、去る 10 月 21 日、22 日の両日にわたって第 76 回全国大会が日本大学において開催

されました。悪天候にもかかわらず300名近い参加者を得て盛会のうちに終えることができました。特に、2017年はデビッ

ド・リカードの『経済学と課税の原理』出版 200 年記念にあたり、共通論題に「比較優位論の現代的意義」を取り上げて、

その学説史的な意味、新たな理論的解釈や展望など様々な視座から活発に議論できたのは大きな収穫でした。企画を進めて

いただいた椋寛プログラム委員長、齋藤哲哉全国大会準備委員長をはじめ、大会開催にご尽力いただいた日本大学の皆様に

御礼申し上げます。 
 今回の全国大会では、私の会長任期の中間地点ということで会長講演を行いました。柄にもなく高いところから皆さんに

お話しすることに悩んだあげく、「学会のこれからについて」と「私自身の研究プロジェクトについて」という2つのことに

ついてお話ししました。研究については機関誌The International Economy に改めて寄稿しますので、ここでは前者について振

り返っておきたいものと思います。 
 講演では、ICTを活用した連絡・交流、支部・地区活動の連携強化、若手会員の参加促進の3点について取り上げました。

前会長より引き継いだ会員名簿電子化や電子メールによる連絡など ICT活用については、担当役員のご尽力によって、よう

やく目鼻がついて参りました。私の任期中には具体的手続き等についてお伝えできるものと思います。支部等の連携につい

ても、この12月に関西支部主催・中部支部協力の下で若手研究者・院生向けの「チュートリアル研究会」を開催いたしまし

た。関東支部研究会との日程重複は残念でしたが、支部間連携強化へのきっかけとなる良い試みでした。 
 最後の若手会員の参加促進については、2つの方向で考えなければなりません。1つは、若手活躍の舞台としての学会の充

実であり、もう 1 つは、そうした舞台を支える人材の育成・登用です。個々人の観点からすれば、前者は学会参加の便益で

すが、後者は費用と見なされるでしょう。しかし、ピアレビューという舞台裏での作業が学術誌での優れた研究発表という

表舞台を支えているように、学会が若手活躍の舞台として適切に機能するためには、研究者自身による舞台裏での管理・運

営への参画が不可欠です。口を開けば「業績を出せ」と言われる昨今の風潮の中で、若手研究者の目が表舞台にばかり向く

のは仕方ないことかもしれません。しかし、舞台裏を支える者がいなくなれば、自律的な学会ひいては学問という舞台その

ものが失われてしまいます。若手研究者の皆さんの学会活動への積極的な参画と自覚を促すこと、そしてそれを可能にする

新たな仕組み作りが重要と考えています。 
 

日本国際経済学会ニュース 2018年1月14日 目次 

会長挨拶・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1  
◎平成29年度会員総会 議事録・・・・・・・・・ 2 
◎平成29年度小島清賞の決定と受賞について・・・ 4   ◎平成29年度新入会者（追加）・・・・・・・・・・・・・6 
◎平成29年度特定領域研究奨励賞（小田賞）の         ◎平成30年度小島清賞についてのお知らせ・・・・・・・・7 
 決定と受賞について・・・・・・・・・・・・・・4   ◎平成30年度特定領域研究奨励賞（小田賞） 
◎第8回（2018年）春季大会開催機関とプログラム      についてのお知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・ 7 
委員会について・・・・・・・・・・・・・・・・5   ◎学会ホームページ情報ボードのパスワード変更等 

◎第77回（2018年）全国大会開催機関とプログラム      についてのお知らせ・・・・・・・・・・・・・・・・ 8 
委員会について・・・・・・・・・・・・・・・・5   ◎「投稿論文審査」内規の改正について・・・・・・・・・8 

◎日本国際経済学会の対外活動について・・・・・・5   ◎本部事務局・各支部事務局所在地・・・・・・・・・・・9 
 

 



The Japan Society of International Economics 

 

日本国際経済学会ニュース  2 
 

平成29（2017）年度 日本国際経済学会会員総会 議事録 
 
日時：2017年10月22日（日） 13：10～13：30分 
場所：日本大学経済学部 7号館講堂 
 
当日開催された理事会の提案議事に従い、古沢泰治副会長（一橋大学）を議長として会員総会が開催され、以下の事案につ

いて承認・報告等が行われた。 
 
議題に先立ち、平成29（2017）年5月2日にご逝去された大山道廣元日本国際経済学会会長・慶應義塾大学名誉教授、およ

び同年7月22日にご逝去された池間 誠元日本国際経済学会会長・一橋大学名誉教授のご両名のご冥福をお祈りして、1分
間の黙祷を行った。 
 
1. 平成28（2016）年度事業報告について（報告事項） 
中西訓嗣会長（神戸大学）より、次の通りの報告が行われた。 

 (1) 第6回春季大会開催（2016年6月4日 学習院大学） 
 (2) 第75回全国大会開催（2016年10月29～30日 中京大学） 
 (3) 機関誌『国際経済（日本国際経済学会研究年報）』第67巻発行 
  (4) 機関誌『The International Economy』Vol.19発行 
 (5) 第11回小島清賞各賞、及び第6回特定領域研究奨励賞（小田賞）の授賞 
 (6) 韓国国際経済学会への研究者派遣 
 
2. 平成28（2016）年度一般会計決算（案）について（審議事項） 
市野泰和常任幹事（甲南大学）より、標記について説明が行われ、審議した結果、これを承認した。【「日本国際経済学会

ニュース」2017年9月24日、3ページ参照】 
 
3. 平成28（2016）年度特別事業活動基金決算（案）について（審議事項） 
市野泰和常任幹事（甲南大学）より、標記について説明が行われ、審議した結果、これを承認した。【「日本国際経済学会

ニュース」2017年9月24日、4ページ参照】 
 
4. 平成28（2016）年度小島清基金決算（案）について（審議事項） 
市野泰和常任幹事（甲南大学）より、標記について説明が行われ、審議した結果、これを承認した。【「日本国際経済学会

ニュース」2017年9月24日、4ページ参照】 
 
5. 平成29（2017）年度事業（案）について（審議事項） 
中西訓嗣会長（神戸大学）より、次の通りの報告が行われ、審議の結果、これを承認した。 

 (1) 第7回春季大会開催（2017年6月10日 松山大学） 
 (2) 第76回全国大会開催（2017年10月21～22日 日本大学） 
 (3) 機関誌『国際経済（日本国際経済学会研究年報）』第68巻発行予定 
  (4) 機関誌『The International Economy』Vol.20発行予定 
 (5) 第12回小島清賞各賞、及び第7回特定領域研究奨励賞（小田賞）の授賞 
 (6) 韓国国際経済学会への研究者派遣（伊藤萬里氏（青山学院大学）、稲葉千尋氏（大阪外国語大学）、蔡 大鵬氏（南山

大学）の3名を派遣し、高麗大学にて開催予定） 
 
6. 平成29（2017）年度一般会計予算（案）について（審議事項） 
市野泰和常任幹事（甲南大学）より、標記について説明が行われ、審議した結果、これを承認した。【「日本国際経済学会

ニュース」2017年9月24日、5ページ参照】 
 
7. 平成29（2017）年度特別事業活動基金予算（案）について（審議事項） 
市野泰和常任幹事（甲南大学）より、標記について説明が行われ、審議した結果、これを承認した。【「日本国際経済学会

ニュース」2017年9月24日、6ページ参照】 
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8. 平成29（2017）年度小島清基金予算（案）について（審議事項） 
市野泰和常任幹事（甲南大学）より、標記について説明が行われ、審議した結果、これを承認した。【「日本国際経済学会

ニュース」2017年9月24日、6ページ参照】 
 
9. 新入会員について（報告事項） 
標記について、中西訓嗣会長（神戸大学）より、「日本国際経済学会ニュース」2017 年 9 月 24 日、7 ページに掲載された

16 名・機関に加えて、本日の理事会において新たに 20 名・機関（うち再入会員 1 名、法人維持会員 1 機関）の入会申し

込みが理事会において承認されたとの報告が行われた【会員総会「議題9資料」参照】。 
 
10. 経済学会連合会評議員の交代について（報告事項） 
標記について、中西訓嗣会長（神戸大学）より、馬田啓一評議員（杏林大学名誉教授）、浦田秀次郎評議員（早稲田大学）

に代わって、次年度の平成 30（2018）年度より乾友彦理事（学習院大学）、戸堂康之幹事（早稲田大学）に評議員を委嘱

する旨の報告が行われた。 
 
11. 第8回（2018年度）春季大会・第77回（2018年度）全国大会の開催機関について（報告事項） 
標記について、中西訓嗣会長（神戸大学）より、2018 年 6 月 16 日（土）北海道大学にて開催予定であること、併せて久

保田 肇氏（北海道大学）を特命理事（任期1年）に指名したとの発表が行われた。 
また、中西訓嗣会長（神戸大学）より、第 77 回（2018 年度）全国大会は、2018 年 10 月 13 日（土）・14 日（日）の両日

に関西学院大学において、広瀬憲三理事（関西学院大学）を大会準備委員長として開催予定であるとの発表が行われた。 
 
12. 第77回（2018年度）全国大会「プログラム委員会」の委員長について（報告事項） 
標記について、中西訓嗣会長（神戸大学）より、西山博幸理事（兵庫県立大学）をプログラム委員会委員長として指名し

たとの発表が行われた。なお、プログラム委員会メンバーは後日、会員ニュースレターでお知らせするとの補足説明があ

った。 
 
13. 「投稿論文審査」内規の改正について（報告事項） 
標記について、中西訓嗣会長（神戸大学）より、投稿論文審査の査読謝金に関する内規改正が理事会において承認されこ

とが報告された【会員総会資料「議題 13 資料」参照】。なお、理事会審議に先行して当案件がニュースレターに記載され

たことに対して、お詫びがなされた。 
 
14. その他 
中西訓嗣会長（神戸大学）より、第76回（2017年度）全国大会開催機関の齋藤哲哉準備委員長（日本大学）、井尻直彦日

本大学経済学部長、および準備委員会メンバー・日本大学スタッフに対して謝辞が述べられた。 
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第 12回（平成 29年度）小島清賞の決定と受賞について 
 
日本国際経済学会・小島清基金運営委員会の選考により、第12回（平成29年度）小島清賞が以下のように決定されました。日本大

学で開催された第 76 回全国大会1 日目（10 月21 日）に研究奨励賞授与式が執り行われ、戸堂康之先生の受賞記念講演「企業ネ

ットワークの分析－社会実験・大規模データの利用－」が行われました。 
 
1. 研究奨励賞：戸堂 康之氏（早稲田大学政治経済学術院） 
2. 優秀論文賞：該当者なし 
 
 

第 7回（平成 29年度）特定領域研究奨励賞（小田賞）の決定と受賞について 
 
特定領域研究奨励賞（小田賞）審査委員会の選考により、武智一貴氏（法政大学）を第7回（29年度）特定領域研究奨励賞（小田賞）

の受賞者とすることが決定されました。また、日本大学で開催された第76回全国大会1日目（10月21日）に授与式が執り行われ、

同大会2日目（10月22日）の分科会報告の中で受賞記念報告 “Daily Gravity” が行われました。 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 世界で例をみない諸外国の直接投資統計を調べる統計年鑑    

世界主要国の直接投資統計集（2017年版）Ⅱ．国別編－CD-ROM－  
発行2017年 7月／価格：70,000円（税込）    

一般財団法人 国際貿易投資研究所（ＩＴＩ）では、1997年より世界の直接投資統計を発刊し、本年で22回となります。  
本統計書は、通商白書等で使用されている日本で唯一の直接投資に係わる統計書として研究者、企業、大学など各方面で幅広く利用され 

ています。内容は、日本を含む世界の主だった国について直接投資及び直接投資に関係した指標（例：対ＧＤＰ比、投資収益率）や直接 

投資に関連するサービス統計（知的財産使用料、ビジネスサービス、通信・コンピューター・情報サービスなど）のデータの提供です。  

☐ 日本企業の進出が多いアジア諸国を中心に56カ国・地域の直接投資統計を掲載  
☐ 各国・地域の中央統計局、中央銀行、外国企業誘致促進機関等が作成する直接投資統計をもとに、  

最新時点までのデータを掲載  
☐ 見印刷イメージのPDF版とEXCEL形式のデータ編で構成  
☐ 見本http:// www.iti.or.jp/report_57.pdf をご参照ください  
☐ 姉妹統計年鑑の「世界主要国の直接投資統計集 Ⅰ．概況編」をお使いになると便利です  
一般財団法人 国際貿易投資研究所（ＩＴＩ） 〒104-0045 東京都中央区築地1－4－5第37興和ビル3階 

TEL：03-5148-2601 FAX：03-5148-2677  E-MAIL：jimukyoku@iti.or.jp  http://www.iti.or.jp/ 
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第 8回（2018年度）春季大会開催機関とプログラム委員会について 
 
第 8 回春季大会は、2018 年 6 月 16 日（土）に北海道大学において開催される予定です。第 8 回春季大会のプログラム委員

会は、伊藤恵子理事（専修大学）を委員長として、大野早苗氏（武蔵大学）、小森谷徳純理事（中央大学）、須賀宣仁氏（北

海道大学）、妹尾裕彦理事（千葉大学）、松浦寿幸幹事（慶應義塾大学）の計6名で構成されることになりました。 
 

 

第 77回（2018年度）全国大会開催機関とプログラム委員会について 
 
第77回全国大会は、2018 年10 月13 日（土）・14 日（日）に関西学院大学において開催される予定です。第77回全国大会プログ

ラム委員会は、西山博幸理事（兵庫県立大学）を委員長として、伊田昌弘幹事（阪南大学）、伊澤俊泰理事（名古屋学院大学）、市田

敏啓氏（早稲田大学）、小林尚朗理事（明治大学）、杉山泰之氏（福井県立大学）、田中綾一理事（駒澤大学）、東田啓作理事（関西

学院大学）の計8名で構成されることになりました。 
 

 

日本国際経済学会の対外活動について 
 
日本・韓国国際経済学会学術交流協定に基づき、2017 年 12 月 15 日（金）に高麗大学において開催された 2017 年度韓国国際経

済学会・冬季学術発表大会に、中西訓嗣会長、古沢泰治副会長、および研究報告者として以下の会員の方々が派遣されました。 
 
報告者 

伊藤萬里氏 （青山学院大学）： Trade Exposure and Electoral Protectionism: Evidence from Japanese Politician-level Data 
稲葉千尋氏 （関西外国語大学）： Effects of Globalization on Job Choice and Unemployment under Labor Search Friction 
蔡 大鵬氏 （南山大学）： Greenfield, Merger and Acquisition, or Export? Regulating the Entry of Multinational Enterprises to a 

Host-country Market 
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平成 29年度（2017年度）新入会者（追加） 
 
※ 個人情報保護のため削除しました。 
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第 13回（平成 30年度）小島清賞についてのお知らせ 
 

日本国際経済学会・小島清基金運営委員会委員長 

石川 城太 

 

 日本国際経済学会小島清基金運営委員会では，第13回（平成30年度）小島清賞の受賞者選考に際しまして，学会員の皆

様からの推薦（自薦を含む）という形で候補者に関する情報を幅広く受け付けています。小島清賞には研究奨励賞と優秀論

文賞があります。詳しくは本学会ホームページをご覧下さい。 
 以下の宛先まで「郵送」にて候補者に関する情報（推薦書）をお寄せください。推薦書には，候補者の氏名，所属，業績，

その他小島清賞への推薦理由となる事柄をお書きください。様式は自由です。また，情報提供者ご自身の氏名，所属，連絡

先（電話，FAX，電子メール等）も併せてお知らせください。なお，情報提供の締め切りは2018年3月23日（金）としま

す。 
郵送先 〒108-8345 東京都港区三田2-15-45 

慶應義塾大学商学部 大東一郎研究室気付 
日本国際経済学会 小島清基金運営委員会事務局 

 

第 8回（平成 30年度）特定領域研究奨励賞（小田賞）についてのお知らせ 
 

日本国際経済学会・特定領域研究奨励賞（小田賞）審査委員会委員長 

中西 訓嗣 

 

特定領域研究奨励賞（小田賞）は、「世界で活躍する国際経済学研究者を育成すること」を目的とし、次のような事業を内

容とするものです（詳しくは学会ホームページをご覧ください）。 
（1）国際貿易・貿易政策に関する優れた研究を行い、外国の査読付き雑誌に論文を掲載した学会員を顕彰する 

（審査対象論文は候補者の近刊および過去のすべてのものを含む）。 
（2）受賞者は受賞年度3月末の時点で45歳以下とし、原則として毎年1名とする。 
（3）受賞者には賞金10万円を授与する。 
（4）本事業は平成22年10月よりおおむね10年を目処として実施する。 

 候補者は、自薦または審査委員会の推薦により、選ぶものとされています。自薦いただける方は、2018年5月末日までに、

論文および略歴・業績表を、審査委員会委員長（中西訓嗣：head-office@jsie.jp）宛てにお送りください。 
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学会ホームページ情報ボードのパスワード変更等についてのお知らせ 
 
学会ホームページ内に会員相互の情報交換のための掲示板（「情報ボード」）を設置しています。会員向けに簡易なパスワー

ド（PW）を設定し、「利用規約／プライバシー・ポリシー」を承認した会員（等）のみが投稿できます。 
 
・ 簡易な PW は、Newsletter など発送の際に通知し、原則として年に 1 回程度変更します。本年度は年末または年始に、

旧パスワード kokusai@H29 を、以下の新しいものに変更します。 
➡情報ボード用新パスワード（PW）は kokusai@H30 です 

・ 利用規約／プライバシー・ポリシー等は、ホームページで確認願います。 
・ 「情報ボード」には、準備のできたものから順にいくつかのコーナーを用意し公開します。情報ボードAは、研究会・

シンポジウム等の案内用です。 
・ 投稿の条件は、①会員にとって有益な情報であること、②開催日時・開催場所・参加条件・連絡先・アクセス方法をPDF 

ファイルか大学等機関のHP リンク先として提供すること、③学会員が報告者・登壇者・企画者等として関与している

こと、④商業ベースでないこと（法人維持会員はこの限りでない）です。 
・ 以下情報ボードB～Dについても、どうかご活用ください。 

情報ボードB：ジョブ・サーチ（求職／職の募集など） 
情報ボードC：会員の著作紹介 
情報ボードD：その他 

 

 

「投稿論文審査」内規の改正について 

 

日本国際経済学会機関誌『国際経済』『The International Economy』の「投稿論文審査」内規が、次のように改正されました（下

線部を削除）。なお、改正日は理事会承認が行われた2017年10月22日です。 
 

改正前 改正後 
＜1～10.省略＞ 
11. 審査員および審査責任者に対して、担当した投稿論文1
件ごとに謝礼を支払う。謝礼の金額については理事会におい

て別途定める。 

＜1～10.省略＞ 
11. 審査員に対して、担当した投稿論文1件ごとに謝礼

を支払う。謝礼の金額については理事会において別途定

める。 
[注] 審査員および審査責任者への報酬は 1 人 1 万円とし、

編集責任者からの通知を受けて本部事務局が支払う。（以下

省略） 

[注] 審査員への報酬は1人1万円とし、編集責任者から

の通知を受けて本部事務局が支払う。（以下省略） 
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本部・各支部事務所所在地 
 
【本  部】 日本国際経済学会 本部事務局 

〒658-8501 神戸市東灘区岡本8-9-1 
甲南大学経済学部 青木浩治研究室気付 
Tel：078-435-2393（研究室直通） Fax: 078-435-2543(経済・法・経営合同事務室) 

 E-mail: head-office@jsie.jp 

【関東支部】  日本国際経済学会 関東支部事務局 
〒108-8345 東京都港区三田2-15-45 
慶應義塾大学産業研究所 清田耕造研究室気付 
Tel: 03-5427-1480（研究室直通） Fax: 03-5427-1640 （事務室） 
E-mail: kiyota@sanken.keio.ac.jp 
 

【中部支部】 日本国際経済学会 中部支部事務局 
 〒464-8601 名古屋市千草区不老町 

名古屋大学大学院経済学研究科 柳原光芳研究室 
Tel: 052-789-5952（研究室直通）  Fax: 052-789-5952 

 E-mail: jsie.chubu@gmail.com 

【関西支部】 日本国際経済学会 関西支部事務局 
 〒603-8555 京都市北区上賀茂本山 

京都産業大学経済学部 川越吉孝研究室気付 
Tel: 075-705-3038 (研究室直通) 

 E-mail: jsie-west@cckyoto-su.ac.jp 

 【日本国際経済学会ホームページ】 
 https://www.jsie.jp/ 

 【学協会サポートセンター】 
 〒231-0023 横浜市中区山下町194-502 
 Tel: 045-671-1525   Fax: 045-671-1935 
 E-mail: scs@gakkyokai.jp 

 【学協会サポートセンターホームページ】 
 http://www.gakkyokai.jp/ 
 
 
（住所変更の届け出等について） 
① 住所変更・所属支部変更の連絡方法 

所属機関や学会に届け出ている住所が変更になった場合は、直接、学協会サポートセンターへご連絡下さい。その際、所属

機関の変更に伴って所属支部も変更される場合は、その旨も学協会サポートセンターへお申し出下さい。また、会員名簿記載

事項に関する修正・追加・削除等につきましても学協会サポートセンターへご連絡下さい。 
② 入会・退会の連絡先 

入会・退会のご希望につきましては、本部事務局までご連絡下さい。 
 

 
 
 

mailto:KHB20710@nifty.ne.jp

